
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９１３

基盤研究(A)

2013～2011

社会システム＜芸術＞とその変容－－現代における視覚文化／美術の理論構築

Globalization and Transformation in the Social System of 'Art'--Toward a Constructio
n of a Theory of Contemporary Art / Visual Culture

２０１０９１５１研究者番号：

長田　謙一（NAGATA, KENICHI）

名古屋芸術大学・美術学部・教授

研究期間：

２３２４２０１５

平成 年 月 日現在２６   ６ ３０

円    37,900,000 、（間接経費） 円    11,370,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、個別研究およびその総合を通して、以下の知見を獲得するに至った。近代社会に
おいて「自律性」を有する独自システムを形成したと理解されてきた芸術は、1980年代以降、アジア諸国、ロシア・旧
東欧圏、そしてアフリカまでをも包含して成立する「グローバル・アートワールド」を成立させ、それは非西洋圏に進
む「ビエンナーレ現象」に象徴される。今や芸術は、グローバル経済進捗に導かれグローバル/ローカルな政治に支え
られて、経済・政治との相互分立的境界を溶解させ、諸領域相互溶融的な性格を強めている。しかし、それゆえにまた
、現代の芸術は、それ自体が政治的・経済的等々の社会性格を顕在化させることともなる。

研究成果の概要（英文）：The art has been understood as an "autonomous" peculiar system in the modern socie
ty. The art brings about the "global art world" , which extends over Asian countries, Russia, the former e
ast-Europe and African countries since 1980's.  "Biennale phenomenon" , which proceeds especially in non-w
estern sphere shows  symbolically this globalization. But conducted by global economy and supported by pol
itics, the boundary of art with economy and politics at present is dissolved in amutual telescope system. 
Consequently the art in recent days proves its some kind of social character, such as political, communica
tive or economic character, in its expression or existence manner.   
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１．研究開始当初の背景 
（１）近代社会において芸術は「自律」的領
域をなすに至ったということは、美学的にで
あれ、芸術史的にであれ、あるいは批評的に
であれ、およそ芸術を論じるにあたって自明
の前提とされてきた。しかし、そのような「自
明」な前提のも、幾段階かの歴史的進展の中
で、その意味を変じつつ深化させられてきた。
第一には、ヨーロッパにおけるカント、さら
にはヘーゲルに至る 19 世紀前半までの哲学
的美学に代表される理論的自覚とそれに呼
応する社会全体内における芸術の位置であ
り、次いで、19 世紀末から 20 世紀 20年代に
かけてのアヴァンギャルド展開期、さらに 20
世紀半ば以降 70 年代半ばにかけてである。
その間に1900年前後の生活-芸術の統一をめ
ぐる諸動向、1930 年代のプロパガンダおよび
「全体主義」的芸術諸展開を間奏曲のように
はさみつつも、20 世紀終わり四半世紀以降と
なると、18 世紀以来長く続いてきた「芸術の
自律」の基本的前提の問い直しを迫るさまざ
まな問題が顕在化するに至っている。芸術は、
経済、政治、大衆文化、メディア、デザイン
等々との間に分かちがたい関係を結び、その
価値も「自律的」価値以外の諸価値・原理と
深く交わるとともに、それだけに、多元的で、
しばしば対立さえする諸原理に分立しなが
ら展開するに至っている。 
（２）芸術の理論的理解は、長く、主要には、
「自律的芸術」を前提として、なによりも「作
品」とその「作者」を中心対象としてきたが、
とりわけ 20 世紀半ば以降、そのような理論
的問題設定は、読者・受容論、テキスト論、
文化産業論、大衆文化論、ジェンダー論、ポ
ストコロニアリズム論、文化ディスタンクシ
オン論・文化資本論、さらには芸術制度論、
あるいはあえて「芸術」を前提せぬ表象文化
論あるいはカルチュラル・スタディーズ、等
のさまざまな角度から問題化されてきた。そ
れらの理論的展開を経て、20 世紀終わり四半
世紀を迎えるころには、芸術は「アートワー
ルド」に支えられる「制度」として、さらに
はそのような制度をふまえ、作者・作品にと
どまらず受容者・媒介者・諸機関等を包含し、
かつ内部に幾重もの対立をはらむ多様な問
題群として意識されるに至っていた。 
（３）そのような多様な問題群を踏まえ、芸
術の問題の総体は、しかし、「近代/芸術の終
焉」という形で示されたほか、特に社会総体
との関係では P.ブルデユー等の社会学的諸
議論やカルチュラル・スタディーズにおいて
問題とされてきたが、芸術の総体を全体社会
の一サブ・システムとして包括的に示した点
で、1997 年に出版された N.ルーマンの『社
会の芸術』は大きな寄与とされてよい。 
（４）しかし、そのルーマンの議論は、シス
テム<芸術>を、経済・政治・教育等と「構造
的カップリング」の関係に位置付けつつもそ
れ自体としてはまさに「自律的」なオートポ
イエーシス的なシステムとしてとらえる壮

大な理論であった。特に 21 世紀に入って顕
著となった芸術をめぐる諸問題は、しかし、
まさにその「自律性」をこそ問い直す性格を
備えているように見える。 
（５）こうして、20 世紀終わり四半世紀以降、
とりわけ 21 世紀に入って以降進んでいる芸
術諸現象をつぶさに検討しつつ、その個々の
問題域を超えてその連関総体を、おそらくは
一つのシステム変容の問題として、いかにと
らえうるか、ということが、喫緊にして近代
全体の芸術議論の全体にもかかわる理論課
題となっている。 
 
２．研究の目的 
（１）視覚文化・美術を主な対象として、社
会全体システムのなかの一つの社会的サブ
システムをなしているこの芸術に、特に 20
世紀終わり四半世紀ころ以降深く変容が進
んでいることを、多面的な具体相に即して明
らかにし、 
（２）さらにその具体諸相を踏まえて、全体
としてのそのシステム的変容を捉えうるあ
らたな理論の構築をはかる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、平成 10-12 年基盤研究（B）(一)
「<美術>展示空間の成立・変容―画廊・美術
館・美術展」、平成 15-16 基盤研究（B）(一)
「20 世紀における戦争と表象/芸術―展示・
映像・印刷・プロダクツ」、平成 20-22 基盤
研究（B）(一)「プロパガンダと芸術―『冷
戦期・冷戦後』」の共同研究を研究代表者と
して企画推進してきた本基盤研究（A）(一)
の研究代表者長田が、これらの次第に現代に
及んできた芸術・社会的研究の成果を踏まえ
て、それらの知見と資料蓄積や国内外の研究
者とのネットワークをいかして企画され取
り組まれた。本研究には特に、ポスト・コロ
ニアルな非西洋的芸術文化問い直し、ジェン
ダー論的議論方向、ニューヨーク近代美術館
「ハイ＆ロー」展（1990）等で鋭く問われと
りわけ日本で新たな展開を見せているポッ
プ/サブ・カルチャーとの融合ないし接合、
美術館を超えた生活の場で「非専門家」の多
様な参加のもとに芸術を生成せしめるアー
ト・プロジェクト等の興隆にかかわる議論方
向、グローバル化し巨大化する美術市場及び
芸術ビジネスや文化産業、地球規模の格差社
会や環境問題にもかかわるデザイン興隆、芸
術文化振興・政策、大型国際美術展、芸術教
育、メディアと芸術といった特に現代の芸術
の社会的存在様態にかかわる顕著な問題諸
領域にかかわって、既に研究蓄積を有し、か
つ芸術システムの総体に問題関心を寄せる
研究者に分担研究者としての参加を求め、分
担個別研究とそれを総合する共同討議とを、
密接に組み合わせ、課題によっては調査旅行
（2012：新潟、2013：韓国釜山・光州、2014：
ベネチア・イスタンブール）等の形で共同研
究全体ないしその一部の共同で現場を共有



し、また毎年度研究例会を共同討議の場とし
て位置づけ、その時のテーマに即して必要に
応じて関連研究者の知見の提供を仰いで、議
論を深めることとした。 
 研究討議を伴う研究例会は、平成 23 年度
には研究代表者による研究全体の課題と計
画についての「基調報告」とそれにかかわる
討議と、韓国のゲストをも招き、メキシコと
韓国における「グローバリゼーション下の芸
術変容」を論じる公開コロキウムの 2回、24
年度には、「グローバル/ローカル」・「アジア
/アート/ジェンダー」・「<美術>/〈教育〉」・
「〈経済〉/〈アート〉」及び「〈政治〉/〈芸
術文化〉」の 2セッションの合計 4回（5セッ
ション）、25 年度には、「スポーツ/芸術/オリ
ンピック」・「身体/アート」・「大型国際展と
全体社会」・「メディア/ラディオ」・「総括に
向けて」そして共同研究者による研究成果報
告と討議による「総括コロキウムⅠ」及び海
外研究者を交えた「総括コロキウムⅡ」の合
計 7回の公開コロキウムを行った。 
 
４．研究成果 
（１） 20 世紀の終端近く、芸術は大きな変
容過程に投げ込まれている。その徴候は多岐
にわたり、しかもそれらは相互にしばしば一
見矛盾し対立しあうかのようでさえある。だ
がそこに、おそらくは社会全体の変容に連動
した、構造的な変容であり、美術の様式やイ
ズムという、美術内部の立場の相違の次元で
もなく、さらには、<芸術―反芸術>の対抗に
よる芸術拡張の次元にとどまるものでさえ
もない。 
（２）<芸術>を、自己産出的な、自律的価値
領域にかかわる固有の機能に基づくコミュ
ニケーション・システムとして近代社会のも
とで分出した、近代の全体社会システムの一
サブ社会システムであると示したのはニク
ラス・ルーマン（『社会の芸術』）である。し
かし、上に示したような現代の芸術を襲う諸
事態は、まさにルーマンによって精緻に示さ
れた社会システム〈芸術〉の自律性と閉じを
揺るがすものとされよう。今日もとめられて
いるのは、そのような諸事態を総括しうる現
代のシステム〈芸術〉の理論とされ得よう。
本研究は、そのようなシステム<芸術>理論の
基礎的な要件を、以下の様な諸点に探った。
①経済=政治と深く結びつきつつ巨大なグロ
ーバル・アートワールドの成立：とりわけ前
世紀 80 年代末以降、「冷戦構造」終結および
高次情報社会の招来とも深く連動したグロ
ーバリゼーションのもとで、それまで欧米の
<アートワールド>に算入されてこなかった
「中国」「韓国」「アジア」「アフリカ」ある
いは「東欧」が次々と「西欧／米」アートワ
ールドの「光」に照らされそこに組み入れら
れて巨大な〈グローバル・アートワールド〉
が作り出されてきた。それは、しかし、主要
には、非西洋の諸文化伝統が互いに合流し、
複数の多様なアートワールズ（複数形）を並

び立たせを成立させるというよりも、そのよ
うな多様性自体をも美術市場の対象として
取り込み単数形のグローバル・アートワール
ドへと包摂して一つのいく過程として進行
している。②しかし、それゆえにまた、この
グローバリゼーションの過程において、〈ロ
ーカル〉なアートワールドもまた尖鋭に顕在
化され、グローバル／ローカルが、ネイショ
ンステイトの単位においてもまた更に民族
や地域の単位においても顕在化している。③
そのようなローカル/グローバルの緊張した
関係性は、グローバリゼーションのもとでの
ネイションステイト単位の〈美術史〉や〈民
俗学〉の成立・推進や、あるいは逆に特に近
年のグローバル・アートワールドの側からす
るネイションステイト美術史書き換えの同
時進行としても現れている。④このグローバ
リゼーションの過程の中で、自律的とされて
きた芸術のシステムは、さらに「クリエイテ
ィブ・クラス」（リチャード・フロリダ）の
重視などにみられるように、市場や国家、あ
るいは帝国との深いかかわりを示し、同じく
グローバリゼーション時代の〈経済〉や〈政
治〉のシステムのなかに深くひたされる結果
をも伴っている。⑤フロリダの説くクリエイ
ティブ・クラスは、先進諸国においてすら人
口の 3分の 1にしかならない「階級」であり、
その残余の人間は「マクドナルド労働」と呼
ばれる非創造的な生活を強いられる。「途上
国」の大半の人々については言うを俟たない。
⑥それはまた、他方で、特に電子的メディア
とりわけインターネットの発展とも結びつ
いて、ポップやエンタテインメントへと広が
る視覚／感性文化とハイ・カルチャーとして
の〈芸術〉との間の境界を曖昧にするいわば
グローバルな「スーパーフラット化」過程と
も接している 。それはさらに、「初音ミク」
や「N次創作」（濱野智史）という新しい「創
作」の在り方にも直面する。⑦システム<芸
術>を論じる議論は、こうして、現代のグロ
ーバル社会の在り方そのものと深く重なっ
ていく。現代のグローバリゼーションは、近
代の諸領域分出の境界を融解し、それぞれの
サブ・システムが互いに入れ子のようになる
構造をグローバルにつくりだし、しかもその
全体を（新）自由主義にもとづく経済がリー
ドしていく形で進行している。そこには、ロ
ーカル/グローバルの緊張した関係、さらに
は、誰がそのアーティスティックなコミュニ
ケーションに参加できるかという問題、そし
てこのような変容した社会システムの中で
芸術の固有の意義の確保が、いずれも課題と
して孕まれている。 
（３）本研究は、その成果を報告論集にまと
めた。 
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